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神戸市議区山田町3丁目瑶-1神戸学生青年レター内

L品公害を追放 し安全な食べ物を求める会
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食料環境セミナー報告

「スマホ時代の大人が知つておきたいことJ

2015年 10月 28日 (水 )10:30-12:00

兵庫県立大学環境人間学部 准教授

竹内さんは、4年前からスマホ時代の子どもの

トラブルを解決しようと活動している。

NHKで ネ ットいじめに関する番組の監修を

した。 23歳の女性タレントが、 トラブルの内容をみ

て答えた意見の中で、「メール」と発言したら「あ

っオバハン」と中高生の心にシャッターが下りて

しまった。今時の子どもはメールはしない。基本

は無料通信アプリ「ライン」だ。

ノl■浄校低学年の家には、仕事で必要な家は別と

して大半固定電話がない。スマホ時代の至1来 だの

幼児がいうことを聞かないとき「おにから電話」

を使 う親、赤ちゃんが泣いたらあや してくれるア

プリもある。育児を楽してこれでよいのか考えて

しまうc

子どもがネ ットゲームをして高額の支払いを

するハメになつたり、若者が悪ふざけの様子を投

稿 して賠償責任を負い、さらには進路を断たれた

りしている。小中学生では、ラインのや り取 りで

言葉が足りずに誤解されていじめやケンカにな

ることがある。高校生ではさらにエスカレー トし

た事件が起きている。出会い系サイ トで性的被害

を受けた女子に、なぜ会ったのかと質FF5す ると、

お金を得るため、寂しかった、相談に応 じてくれ

たと答えているc

スマー トフォンついて、大学生や県警の人を交

えて授業を行った。大学生が夜遅くまでラインを

して翌朝遅刻 した と失敗 した話をすると子ども

の心のシャッターが開く。ラインの途中で誰かが

「お しまい」と送ると終了出来て トラブルがなく

なつた。姫路のある高校のオーフ
・ンスクールに参カロ

した中学 3年生には、ラインは夜 9時まで、ただ

し寝る前 10分間は見てもよいが返信は翌朝に

と提案した。

幼児や小学校低学年には親がルールを決める。そ

れよりLの子どもは仲間と、時には先輩の意見も

聞いてルールを決めるのがよい。

スマホ時代の子どもと向き合 うために大人が

心がけることは、①いつで t)相談に乗る姿勢を示

す、② 「危険だからやめなさい」ではなく子ども

の意見をよく聞いてあげる、

③ 「自分はスマホに詳しくないけど詳 しい人を知

つている」と伝える。詳 しい人としての相談先の

電話番号は、最寄りの警察=#9110、 お金が

からむことは最寄りの消費者センター=188。 子ど

もにスマホを与える場合は、危険なサイ トにとば

ないよう、携帯ショッフ̀
でフィルタリンク

゛
の設定をしても

らうこ

太人たちがわからなくなってしまったことは、

子どもたちに学びながら一緒に考えていくこと

が大切だ。      (高 砂G 藤原 栄子)

次回食料環境セミナー

「親 と子 ど iぅ のためグシ食物ア レルキー

子待から治療 まで」

2015年 11月 25「1(水 )10:30～ 12:00

同志仕女子大学生活科学部 特任教授
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